
作成者： 作成日： 修正日： ページ

平成 25 年 9 月 12 日 平成 年 月 日
納品物名：

収納消込データ （ＭＵＴＢＯ→自治体）

自治体で使用しているシステムに対して消込を行うために、
総合収納システムで作成されるデータ。日次で確定された収納情報を出力する。

■ 日次 □月次（月１回） □その他（ ）
□月次（振替日単位） ※随時、年次など

処理単位：公金日単位

「確定」処理が完了していること。
※作成タイミング：　「納品物作成」ボタン押下によって作成。

ファイル形式
■ ＴＸＴ（固定長・３００バイト）

ファイル名
××××× kesikomi YYMMDD .txt ①自治体コード ②納品物名称 ③公金日 ④拡張子
① ② ③ ④ 　(和暦)

文字コード 改行コード
Ｓｈｉｆｔ－ＪＩＳ あり（ＣＲＬＦ）

レコード種類 レコード構成
ヘッダ ：ファイルの先頭を示す。１件。

　自治体コード，作成日，公金日を管理。 '00'：ヘッダ （1件）

データ ：収納消込データ。Ｎ件。　 '10'：データ （N件）

トレーラ ：データレコード件数，金額を管理。１件。 ・
エンド ：ファイルの最後を示す。１件。 ・

'20'：トレーラ （1件）

'30'：エンド （1件）

対象明細

■ 済通データ （■歳入 （抽出条件：なし ）■戻入 ）
□ 口振データ （□振替済 （抽出条件： ）□振替不能 ）
■ コンビニデータ （□ 速報 □取消 ■確報 ）
□ ＭＰＮ収納データ
□ クレジットデータ （□ 速報 □取消 □確報 ）
□ 地方税納入サービス ※三菱UFJ銀行データ連携分
□ 郵振データ
□ その他条件（ ）

作成仕様
・収納情報１件毎に１レコード出力
・複数期の納付書の場合、１期につき１レコード出力

出力順序
会計コード＞歳入年度＞科目コード＞バッチ連番＞エントリー数（特記事項の※１を参照）
※昇順

集計基準
データ部　：　集計は行わない
トレーラ部　：　出力レコードの合計を集計して出力（データレコード数、納付額）

対象データ0件の場合
ヘッダレコード、トレーラレコード、エンドレコードのみ出力

・別紙1：「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3）
□ 標準仕様 ■特殊仕様　（市県民税（普徴・特徴）一部変更）

・別紙2：特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」 算出仕様（ドキュメントNo.4）
■ 標準仕様　（算出パターン：Ａ） □特殊仕様

※１ エントリー数：複数期の納付書の場合、期別のデータレコードを個別作成するため
　　　　　　　　 済通の上段から下段に1から順に採番する

インターフェイス仕様書
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作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 # 年 4 月 # 日

1

2

3

4

5

6

7

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

項
番

編集データ項目名称 桁数属性
共通レコード共通レコード共通レコード共通レコード

（ヘッダ）（ヘッダ）（ヘッダ）（ヘッダ）
右詰
左詰

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称

’００’（ヘッダ）

作成日

予備 18

7

5 県＋市町村コード自治体コード 左

左

ページ

2編　集　仕　様

左

左

’△’

公金日
（元号付和暦）

C 7

左

自治体名称（半角ｶﾅ）をセット自治体名称 左

公金日

納品物作成日
（元号付和暦）

　　

レコード区分 C 2

7

C

C

C

C

予備 C 254左 ’△’



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

賦課年度（西暦下２桁）より
和暦変換値をセット

（※別紙６ 西暦上２桁の補完仕様、
西暦和暦変換仕様 参照）

特別徴収（当初）特別徴収（当初）特別徴収（当初）特別徴収（当初）

入力仕様書：No2入力仕様書：No2入力仕様書：No2入力仕様書：No2 入力仕様書：No4入力仕様書：No4入力仕様書：No4入力仕様書：No4 入力仕様書：No6入力仕様書：No6入力仕様書：No6入力仕様書：No6

科目科目

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

科目コード

左 ’△’

’１０’（データ）

固定値'11'セット

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

’１０’（データ）

システムで算出（別紙１参照）システムで算出（別紙１参照）

’△’

システムで算出（別紙１参照）

ID=31△-△ID=31△-△ID=31△-△ID=31△-△

窓口様式(印刷)窓口様式(印刷)窓口様式(印刷)窓口様式(印刷)

ID=41△-△ID=41△-△ID=41△-△ID=41△-△

口振不能・督促（コンビニ対応）口振不能・督促（コンビニ対応）口振不能・督促（コンビニ対応）口振不能・督促（コンビニ対応）

　　　　　（和暦YYMMDD）

期別

通知書番号

’△’

払込金額－延滞金(ＯＣＲ)－督促手数
料(ＯＣＲ)

退職所得分

’△’

’△’

ＡＬＬ’０’

督促手数料

’１０’（データ）

特徴退職分・法人均等割

本税額

報奨金

件数等

右

右

区分１

右

右

2

6C

Z

3

左

左

C

左

4

左

’△’

指定番号≠’△’のとき
　指定番号をセット

指定番号＝’△’のとき
通知書番号をセット

期別

’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

ＡＬＬ’０’

申告連番 納付区分

ＡＬＬ’０’

申告区分

ページ

①合計額≠’△’の時
合計額をセット。

②合計額＝’△’の時、
・給与分≠△の時、

給与分＋退職所得分＋延滞金＋督促手数
料をセット

・給与分＝△の時、
本税額（下11桁）＋退職所得分＋延滞金

＋督促手数料をセット

①給与分≠’△’の時、給与分をセット
②退職所得分、延滞金、督促手数料のす
べてが’△’かつ合計額≠’△’の時、

合計額をセット
③上記①②以外の時、本税額の下11桁を

セット

延滞金

督促手数料

’△’

納付書種類

ID=21△-△ID=21△-△ID=21△-△ID=21△-△

入力仕様書：No8入力仕様書：No8入力仕様書：No8入力仕様書：No8

システムで算出（別紙１参照）

延滞金

チャネル別情報

ＩＤ

領収日　（元号）

内訳区分

　　　　　（和暦YYMMDD）

収納チャネル

納付額

所属コード

任意項目欄５

6C

C

任意項目欄１

左

支店コード(店舗コード)

任意項目欄４ 左

収納合計票よりセット

システムで付加（別紙３参照）3C

公金日　（元号）

銀行コード(CVSコード)

6

7

左

バッチ連番

任意項目欄２ 左

左

左

任意項目欄３

左

左

左

C

C

左

C左

左

左

C

C

3C

6

2

6

15

左

納付月

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

左

通知書番号 左

左

左

期別 C

4

C

右

区分２ C

左

右

左

右

C

1

6

3

1

6

C

C

C

調定年度
（元号 + 和暦YY）

該当期間

左個人コード等 C

C会計コード 左

C左

種目区分 C

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

2

左

左

種目コード

14

C

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

2

3

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称編　集　仕　様

レコード区分

歳入年度

調定年度（西暦下２桁）より
和暦変換値をセット

（※別紙６ 西暦上２桁の補完仕様、
西暦和暦変換仕様 参照）

’△’

桁数

20

3

属性

C

2

C

3

’１０’（データ）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

ID=11△-△ID=11△-△ID=11△-△ID=11△-△

賦課年度（西暦下２桁）より
和暦変換値をセット

（※別紙６ 西暦上２桁の補完仕様、
西暦和暦変換仕様 参照）

調定年度（西暦下２桁）より
和暦変換値をセット

（※別紙６ 西暦上２桁の補完仕様、
西暦和暦変換仕様 参照）

科目

’△’

当初納付書（コンビニ対応）当初納付書（コンビニ対応）当初納付書（コンビニ対応）当初納付書（コンビニ対応）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

総合収納システムで
算出（別紙２参照）

’△’

元号（賦年）＋賦年（和暦）
※元号（賦年）が'△'時は元号算出

※別紙６ 元号算出仕様　参照
（ＡＬＬ’０’のとき、ＡＬＬ’

△’）

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

通知書番号

’△’

’△’

元号（調年）＋調年（和暦）
※元号（調年）が'△'時は元号算出

※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

’△’

分納調書番号

’△’ ’△’

納付年月

ＡＬＬ’０’

通知書番号

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

事業年度（から）
（ＡＬＬ’００００’のとき、△）

’△’

金額

期別

’△’

’△’

’△’

延滞金

済通ID

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

システムで付加（別紙３参照）

督促手数料
（混合）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

払込金額

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

払込金額ー延滞金ー督促手数料

合計金額
（合計金額＝’△’のとき、払込金額
－延滞金(ＯＣＲ)－督促手数料(ＯＣ
Ｒ)＋延滞金（混合）＋督促手数料

（混合）をセット）

’△’

’△’

ＡＬＬ’０’

延滞金
（混合）

延滞金

9

Z

Z

Z 11

11

Z

Z 8

7

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

収納合計票よりセット 収納合計票よりセット

’△’

済通ID

督促手数料

’△’

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

システムで付加（別紙３参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照） システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’（別紙４参照）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

金額＋延滞金＋督促手数料

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

済通ID

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

帳票

’△’分納回数

’△’ ’△’

督促手数料

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’C 5

’△’

’△’

’△’

’△’

’△’
元号(事業年度)

（ＡＬＬ’０’’０’’０’’０’のとき、△）

’△’

C

’△’（別紙４参照）

自由エリア

済通ID4

C 50

C

’△’

’△’

’△’10

6

20

1

1

5

’△’（別紙４参照）

5C

C

収納合計票よりセット

3

’△’

’△’

自由エリア

’１’（済通）（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙２ 特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」　算出仕様　（ドキュメントNo.4） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID ページ
編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 4

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

属性 桁数

ID=11△-△ID=11△-△ID=11△-△ID=11△-△

入力仕様書：No2入力仕様書：No2入力仕様書：No2入力仕様書：No2

ID=31△-△ID=31△-△ID=31△-△ID=31△-△ ID=41△-△ID=41△-△ID=41△-△ID=41△-△ ID=21△-△ID=21△-△ID=21△-△ID=21△-△

当初納付書（コンビニ対応）当初納付書（コンビニ対応）当初納付書（コンビニ対応）当初納付書（コンビニ対応） 口振不能・督促（コンビニ対応）口振不能・督促（コンビニ対応）口振不能・督促（コンビニ対応）口振不能・督促（コンビニ対応） 窓口様式(印刷)窓口様式(印刷)窓口様式(印刷)窓口様式(印刷) 特別徴収（当初）特別徴収（当初）特別徴収（当初）特別徴収（当初）

入力仕様書：No4入力仕様書：No4入力仕様書：No4入力仕様書：No4 入力仕様書：No6入力仕様書：No6入力仕様書：No6入力仕様書：No6 入力仕様書：No8入力仕様書：No8入力仕様書：No8入力仕様書：No8

年度１(西暦） 左 C 4
調定年度（西暦下２桁）

（※別紙６ 西暦上２桁の補完仕様 参
照）

調定年度（西暦下２桁）
（※別紙６ 西暦上２桁の補完仕様 参

照）

元号（調年）＋調年（和暦）
(※元号（調年）が'△'時は元号算出)

より
西暦変換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様、和暦西暦変
換仕様参照）

総合収納システムで算出(別紙２を参照)
値より西暦変換値をセット

（※別紙６ 和暦西暦変換仕様参照）

年度２(西暦） 左 C 4
賦課年度（西暦下２桁）

（※別紙６ 西暦上２桁の補完仕様 参
照）

賦課年度（西暦下２桁）
（※別紙６ 西暦上２桁の補完仕様 参

照）

元号（賦年）＋賦年（和暦）より
西暦変換値をセット

（※元号（賦年）が'△'時は※元号算
出仕様参照、※別紙６ 和暦西暦変換仕

様参照）

’△’



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

任意項目欄３ 左 C 5

20

’△’

’△’左

’△’

C

’△’

’△’

任意項目欄４ 左 C 5 帳票コード 帳票コード ’△’ ’△’

’△’任意項目欄５ 左 C 5 予備２（３～４桁目）（別紙５参照） 予備２（３～４桁目）（別紙５参照）

’△’

事業

任意項目欄２ 左 C 10 科目 科目

’△’任意項目欄１ 事業

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’（別紙４参照） ’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照） システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’7001’済通ID

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照） ’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

7

6

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

3

6

6

1 ’△’（別紙４参照）

C 1

システムで付加（別紙３参照）

C

’１’（済通）（別紙４参照）

’01△△’4

システムで付加（別紙３参照）

済通ID

システムで付加（別紙３参照）

Z

6

収納合計票よりセット

6

11

システムで付加（別紙３参照）

C

調定区分

2

3

通知書番号、
予備1または通番CDよりセット

（別紙５参照）

’△’

’△’

’△’

’△’

’△’

3

収納合計票よりセット

1

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット 収納合計票よりセット

7

※別紙６ 元号算出仕様　参照

延滞金

合計
（合計＝’△’のとき、金額上4桁、
金額下4桁から本税額を算出。算出さ
れた本税額＋延滞金＋督促手数料を

セット　別紙５参照）

督促手数料

3

2C

1

C

収納合計票よりセット

金額上４桁、金額下４桁よりセット
（別紙５参照）

Z

C

Z

C

左 C

C

C

左

左

11

C

’△’

右

Z

3

C

Z

8

期別

通知書番号、
予備1または通番CDよりセット

（別紙５参照）

’△’’△’

通知書番号

C 50

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

Z

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

※別紙６ 元号算出仕様　参照

※別紙６ 元号算出仕様　参照

ＡＬＬ’０’

延滞金

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

合計
（合計＝’△’のとき、金額上4桁、
金額下4桁から本税額を算出。算出さ
れた本税額＋延滞金＋督促手数料を

セット　別紙５参照）

’△’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

調定区分

’△’

’△’

種別

※別紙６ 元号算出仕様　参照

所属

金額

ＡＬＬ’０’

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’

’△’

’△’

通知書番号

’△’

’△’

’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

歳入年度

’１０’（データ）

’△’

金額

ＡＬＬ’０’

システムで算出（別紙１参照）

会計

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’

左

入力仕様書：No12入力仕様書：No12入力仕様書：No12入力仕様書：No12入力仕様書：No11入力仕様書：No11入力仕様書：No11入力仕様書：No11
’１０’（データ）レコード区分 C

属性

’１０’（データ）左

ID=51△-△ID=51△-△ID=51△-△ID=51△-△ID=02△-△ID=02△-△ID=02△-△ID=02△-△

システムで算出（別紙１参照）

科目 ’△’2

システムで算出（別紙１参照）3

歳入歳入歳入歳入
（区分が'04'以外のとき）（区分が'04'以外のとき）（区分が'04'以外のとき）（区分が'04'以外のとき）

2

収納消込データ作成

編　集　仕　様

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

入力仕様書：No10入力仕様書：No10入力仕様書：No10入力仕様書：No10

C

左

3

14

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

2

科目

桁数

ID=△△△-△ID=△△△-△ID=△△△-△ID=△△△-△

左

C

種目コード C

該当期間

種目区分

C

C

左

C 20

4

C

C

C

C

4

通知書番号

6

15

6

6

9

左

C

C

左

左

左

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

会計コード

左

左

科目コード

調定年度
（元号 + 和暦YY）

左

右

右

右

件数等

区分１

左

延滞金

右

　　　　　（和暦YYMMDD）

　　　　　（和暦YYMMDD）

所属コード

左

収納チャネル

支店コード(店舗コード)

ＩＤ

チャネル別情報

報奨金

左

特徴退職分・法人均等割

バッチ連番

左

左

納付額

左

右

内訳区分

公金日　（元号）

左

督促手数料

右

左

領収日　（元号）

左

銀行コード(CVSコード)

5

ID=51△-△ID=51△-△ID=51△-△ID=51△-△

システムで算出（別紙１参照）

ＡＬＬ’０’

個人コード等

本税額

左

期別

区分２

納付月

ページ

金額

金額

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

’△’

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

区分

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

督促手数料

’△’

’△’

金額上４桁、金額下４桁よりセット
（別紙５参照）

所属

ＡＬＬ’０’

’△’

区分

款＋項＋目＋節＋細節

’△’

ＡＬＬ’０’

種別

’△’

旧OCR旧OCR旧OCR旧OCR
（３税・国保・介護・後期・保育・（３税・国保・介護・後期・保育・（３税・国保・介護・後期・保育・（３税・国保・介護・後期・保育・
市営住宅・駐車場使用料等）市営住宅・駐車場使用料等）市営住宅・駐車場使用料等）市営住宅・駐車場使用料等）

旧OCR旧OCR旧OCR旧OCR
（OCR入力仕様書No10の改修（OCR入力仕様書No10の改修（OCR入力仕様書No10の改修（OCR入力仕様書No10の改修

版）版）版）版）

’△’

年号、年度下1桁よりセット
（別紙５参照）

年号、年度下1桁よりセット
（別紙５参照）

’△’

戻入戻入戻入戻入
（区分が'04'のとき）（区分が'04'のとき）（区分が'04'のとき）（区分が'04'のとき）

’△’

入力仕様書：No13入力仕様書：No13入力仕様書：No13入力仕様書：No13

’△’ ’△’

’１０’（データ）

収納合計票よりセット

’△’

期別

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

会計

款＋項＋目＋節＋細節



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙２ 特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」　算出仕様　（ドキュメントNo.4） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙５ （松山市様個別編集）
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID ページ

編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 6

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

属性 桁数

ID=△△△-△ID=△△△-△ID=△△△-△ID=△△△-△ ID=02△-△ID=02△-△ID=02△-△ID=02△-△ ID=51△-△ID=51△-△ID=51△-△ID=51△-△ ID=51△-△ID=51△-△ID=51△-△ID=51△-△
旧OCR旧OCR旧OCR旧OCR

（３税・国保・介護・後期・保育・（３税・国保・介護・後期・保育・（３税・国保・介護・後期・保育・（３税・国保・介護・後期・保育・
市営住宅・駐車場使用料等）市営住宅・駐車場使用料等）市営住宅・駐車場使用料等）市営住宅・駐車場使用料等）

旧OCR旧OCR旧OCR旧OCR
（OCR入力仕様書No10の改修（OCR入力仕様書No10の改修（OCR入力仕様書No10の改修（OCR入力仕様書No10の改修

版）版）版）版）

歳入歳入歳入歳入
（区分が'04'以外のとき）（区分が'04'以外のとき）（区分が'04'以外のとき）（区分が'04'以外のとき）

戻入戻入戻入戻入
（区分が'04'のとき）（区分が'04'のとき）（区分が'04'のとき）（区分が'04'のとき）

入力仕様書：No10入力仕様書：No10入力仕様書：No10入力仕様書：No10 入力仕様書：No11入力仕様書：No11入力仕様書：No11入力仕様書：No11 入力仕様書：No12入力仕様書：No12入力仕様書：No12入力仕様書：No12 入力仕様書：No13入力仕様書：No13入力仕様書：No13入力仕様書：No13

年度１(西暦） 左 C 4

年号、年度下1桁から調定年度を算出
して西暦変換値をセット

（別紙５参照、別紙６　和暦西暦変換
仕様参照）

年号、年度下1桁から調定年度を算出
して西暦変換値をセット

（別紙５参照、別紙６　和暦西暦変換
仕様参照）

年度(元号)＋年度(和暦)を
西暦変換した値をセット

※別紙６ 元号算出仕様、和暦西暦変換
仕様 参照

年度(元号)＋年度(和暦)を
西暦変換した値をセット

※別紙６ 元号算出仕様、和暦西暦変換
仕様 参照

年度２(西暦） 左 C 4 ’△’ ’△’ ’△’ ’△’



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

’△’

窓口様式(手書)窓口様式(手書)窓口様式(手書)窓口様式(手書)

入力仕様書：No2入力仕様書：No2入力仕様書：No2入力仕様書：No2 入力仕様書：No3入力仕様書：No3入力仕様書：No3入力仕様書：No3 入力仕様書：No4入力仕様書：No4入力仕様書：No4入力仕様書：No4

科目’△’

’△’

年度（和暦）がブランクのとき
　　　ブランクをセット
年度（和暦）がブランク以外のとき
　（元号算出）＋年度（和暦）＜
'428'のとき
　　　戻入科目_1をセット
　（元号算出）＋年度（和暦）≧
'428'のとき
　　　戻入科目_1の1桁目から8桁＋
　　　戻入科目_1の10桁目から2桁
    　をセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

科目コード

左 ’△’

’１０’（データ）

科目

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

’１０’（データ）

システムで算出（別紙１参照）システムで算出（別紙１参照）

’△’

システムで算出（別紙１参照）

ID=002-△ID=002-△ID=002-△ID=002-△

催告書(共通様式)催告書(共通様式)催告書(共通様式)催告書(共通様式)

ID=003-1ID=003-1ID=003-1ID=003-1

財務会計済通(戻入分)財務会計済通(戻入分)財務会計済通(戻入分)財務会計済通(戻入分)

　　　　　（和暦YYMMDD）

’△’

番号＋内訳

’△’

金額

ＡＬＬ’０’

バーコード情報

’△’

ＡＬＬ’０’

督促手数料

’１０’（データ）

特徴退職分・法人均等割

本税額

報奨金

件数等

右

右

区分１

右

右

2

6C

Z

3

左

左

C

左

4

左

事業年度（から）

通知書番号

期別

’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

ＡＬＬ’０’

申告連番 申告連番

ＡＬＬ’０’

申告区分

ページ

納付額＋延滞金＋督促手数料

納付額

延滞金

督促手数料

’△’

申告区分

ID=003-2ID=003-2ID=003-2ID=003-2

入力仕様書：No5入力仕様書：No5入力仕様書：No5入力仕様書：No5

システムで算出（別紙１参照）

延滞金

チャネル別情報

ＩＤ

領収日　（元号）

内訳区分

　　　　　（和暦YYMMDD）

収納チャネル

納付額

所属コード

任意項目欄５

6C

C

任意項目欄１

左

支店コード(店舗コード)

任意項目欄４ 左

収納合計票よりセット

システムで付加（別紙３参照）3C

公金日　（元号）

銀行コード(CVSコード)

6

7

左

バッチ連番

任意項目欄２ 左

左

左

任意項目欄３

左

左

左

C

C

左

C左

左

左

C

C

3C

6

2

6

15

左

納付月

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

左

通知書番号 左

左

左

期別 C

4

C

右

区分２ C

左

右

左

右

C

1

6

3

1

6

C

C

C

調定年度
（元号 + 和暦YY）

該当期間

左個人コード等 C

C会計コード 左

C左

種目区分 C

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

2

左

左

種目コード

14

C

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

2

3

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称編　集　仕　様

レコード区分

歳入年度

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

バーコード情報

桁数

20

3

属性

C

2

C

3

’１０’（データ）

年度（和暦）がブランクのとき
　　　ブランクをセット
年度（和暦）がブランク以外のとき
　（元号算出）＋年度（和暦）＜
'428'のとき
　　　科目コード_1をセット
　（元号算出）＋年度（和暦）≧
'428'のとき
　　　科目コード_1の1桁目から8桁＋
　　　科目コード_1の10桁目から2桁
    　をセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

ID=002-△ID=002-△ID=002-△ID=002-△

’△’

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’

財務会計済通財務会計済通財務会計済通財務会計済通

会計 会計

種別

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

元号（調定年度）
＋調定年度（和暦）

（元号（調定年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

　※別紙６ 元号算出仕様　参照）

元号（賦課年度）
＋賦課年度（和暦）

（元号（賦課年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

　※別紙６ 元号算出仕様　参照）
（ＡＬＬ’0’のとき、ＡＬＬ’△’）

元号（賦課年度）
＋賦課年度（和暦）

（元号（賦課年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

　※別紙６ 元号算出仕様　参照）
（ＡＬＬ’0’のとき、ＡＬＬ’△’）

’△’

通知書番号

区分

’△’

元号（調定年度）
＋調定年度（和暦）

（元号（調定年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

　※別紙６ 元号算出仕様　参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

分納調書番号

期別

’△’

’△’ ’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

ＡＬＬ’０’

番号＋内訳

’△’

事業年度（から）

’△’

納付額

’△’

’△’

種別

’△’

延滞金

’700△’
（区分=04,05の時）

所属

システムで付加（別紙３参照）

ＡＬＬ’０’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

金額

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

金額

金額

区分

’△’

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’ ＡＬＬ’０’

9

Z

Z

Z 11

11

Z

Z 8

7

’△’

所属

収納合計票よりセット 収納合計票よりセット

’△’

’0032’

ＡＬＬ’０’

’△’

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

システムで付加（別紙３参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照） システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’（別紙４参照）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

納付額＋延滞金＋督促手数料

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’0031’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

帳票

分納回数’△’

’△’ ’△’

督促手数料

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’C 5

’△’

略科目

’△’

’△’

元号（事業年度）元号（事業年度）

’△’

C

’△’（別紙４参照）

’△’

’002△’
（区分=04,05以外）

4

C 50

C

’△’

’△’

略科目10

6

20

1

1

5

’△’（別紙４参照）

5C

C

収納合計票よりセット

7

帳票

’△’

’△’

’１’（済通）（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙２ 特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」　算出仕様　（ドキュメントNo.4） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID ページ

編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 8

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

属性 桁数

ID=002-△ID=002-△ID=002-△ID=002-△

入力仕様書：No2入力仕様書：No2入力仕様書：No2入力仕様書：No2

ID=002-△ID=002-△ID=002-△ID=002-△ ID=003-1ID=003-1ID=003-1ID=003-1 ID=003-2ID=003-2ID=003-2ID=003-2

財務会計済通財務会計済通財務会計済通財務会計済通 財務会計済通(戻入分)財務会計済通(戻入分)財務会計済通(戻入分)財務会計済通(戻入分) 催告書(共通様式)催告書(共通様式)催告書(共通様式)催告書(共通様式) 窓口様式(手書)窓口様式(手書)窓口様式(手書)窓口様式(手書)

入力仕様書：No3入力仕様書：No3入力仕様書：No3入力仕様書：No3 入力仕様書：No4入力仕様書：No4入力仕様書：No4入力仕様書：No4 入力仕様書：No5入力仕様書：No5入力仕様書：No5入力仕様書：No5

年度１(西暦） 左 C 4

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

元号（調定年度）＋調定年度（和暦）
より西暦変換値をセット

（元号（調定年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西暦
変換仕様参照）

元号（調定年度）＋調定年度（和暦）よ
り西暦変換値をセット

（元号（調定年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西暦
変換仕様参照）

年度２(西暦） 左 C 4 ’△’ ’△’

元号（賦課年度）＋賦課年度（和暦）
より西暦変換値をセット

（元号（賦課年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西暦
変換仕様参照）

元号（賦課年度）＋賦課年度（和暦）よ
り西暦変換値をセット

（元号（賦課年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西暦
変換仕様参照）



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

任意項目欄３ 左 C 5

20

’△’

’△’左

’△’

C

’△’

’△’

任意項目欄４ 左 C 5 帳票 帳票 帳票 帳票

’△’任意項目欄５ 左 C 5 ’△’ ’△’

’△’

’△’

任意項目欄２ 左 C 10 ’△’ ’△’

’△’任意項目欄１ ’△’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’（別紙４参照） ’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照） システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’010△’’0035’

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照） ’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

7

6

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

3

6

6

1 ’△’（別紙４参照）

C 1

システムで付加（別紙３参照）

C

’１’（済通）（別紙４参照）

’0033’4

システムで付加（別紙３参照）

’0034’

システムで付加（別紙３参照）

Z

6

収納合計票よりセット

6

11

システムで付加（別紙３参照）

C

’△’

2

3

通知書番号

’△’

’△’

’△’

’△’

’△’

3

収納合計票よりセット

1

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット 収納合計票よりセット

7

※別紙６ 元号算出仕様　参照

延滞金

金額＋延滞金＋督促手数料

督促手数料

3

2C

1

C

収納合計票よりセット

金額

Z

C

Z

C

左 C

C

C

左

左

11

C

Ｎｏ

右

Z

3

C

Z

8

期別

通知書番号

元号（賦課年度）
＋賦課年度（和暦）

（元号（賦課年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

　※別紙６ 元号算出仕様　参照）
（ＡＬＬ’0’のとき、ＡＬＬ’

△’）

元号（賦課年度）
＋賦課年度

（元号（賦課年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

　※別紙６ 元号算出仕様　参照）
（ＡＬＬ’0’のとき、ＡＬＬ’

△’）

通知書番号

C 50

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

Z

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

※別紙６ 元号算出仕様　参照

※別紙６ 元号算出仕様　参照

ＡＬＬ’０’

延滞金

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

金額＋延滞金＋督促手数料

’△’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’

’△’

’△’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

金額

ＡＬＬ’０’

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’

’△’

’△’

指定番号

月別

’△’

’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

歳入年度

’１０’（データ）

’△’

金額

ＡＬＬ’０’

システムで算出（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

左

入力仕様書：No8入力仕様書：No8入力仕様書：No8入力仕様書：No8入力仕様書：No7入力仕様書：No7入力仕様書：No7入力仕様書：No7
’１０’（データ）レコード区分 C

属性

’１０’（データ）左

ID=003-5ID=003-5ID=003-5ID=003-5ID=003-4ID=003-4ID=003-4ID=003-4

システムで算出（別紙１参照）

科目 科目2

システムで算出（別紙１参照）3

窓口様式(保育課用)窓口様式(保育課用)窓口様式(保育課用)窓口様式(保育課用)

2

収納消込データ作成

編　集　仕　様

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

入力仕様書：No6入力仕様書：No6入力仕様書：No6入力仕様書：No6

C

左

3

14

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

2

科目

桁数

ID=003-3ID=003-3ID=003-3ID=003-3

左

C

種目コード C

該当期間

種目区分

C

C

左

C 20

4

C

C

C

C

4

通知書番号

6

15

6

6

9

左

C

C

左

左

左

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

会計コード

左

左

科目コード

調定年度
（元号 + 和暦YY）

左

右

右

右

件数等

区分１

左

延滞金

右

　　　　　（和暦YYMMDD）

　　　　　（和暦YYMMDD）

所属コード

左

収納チャネル

支店コード(店舗コード)

ＩＤ

チャネル別情報

報奨金

左

特徴退職分・法人均等割

バッチ連番

左

左

納付額

左

右

内訳区分

公金日　（元号）

左

督促手数料

右

左

領収日　（元号）

左

銀行コード(CVSコード)

9

ID=010-△ID=010-△ID=010-△ID=010-△

システムで算出（別紙１参照）

退職所得分

個人コード等

本税額

左

期別

区分２

納付月

ページ

合計額
（合計額＝’△’のとき、給与分＋退職
所得分＋延滞金＋督促手数料をセット）

給与分
（給与分＋退職所得分＋延滞金＋督促手
数料＝’0’のとき、合計額をセット）

延滞金

督促手数料

’△’

総合収納システムで
算出（別紙２参照）

納付年月

’△’

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

督促手数料

’△’

’△’

金額

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

ＡＬＬ’０’

’△’

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

ＡＬＬ’０’

’△’

’△’

原符領収書(共通様式)原符領収書(共通様式)原符領収書(共通様式)原符領収書(共通様式) ゆうちょカク公新済通ゆうちょカク公新済通ゆうちょカク公新済通ゆうちょカク公新済通

’△’

元号（調定年度）
＋調定年度

（元号（調定年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

　※別紙６ 元号算出仕様　参照）

元号（調定年度）
＋調定年度（和暦）

（元号（調定年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

　※別紙６ 元号算出仕様　参照）

’△’

特別徴収特別徴収特別徴収特別徴収

固定値'11'セット

入力仕様書：No9入力仕様書：No9入力仕様書：No9入力仕様書：No9

’△’ ’△’

’１０’（データ）

収納合計票よりセット

’△’

期別

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙２ 特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」　算出仕様　（ドキュメントNo.4） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID ページ

編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 10

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

属性 桁数

ID=003-3ID=003-3ID=003-3ID=003-3 ID=003-4ID=003-4ID=003-4ID=003-4 ID=003-5ID=003-5ID=003-5ID=003-5 ID=010-△ID=010-△ID=010-△ID=010-△

原符領収書(共通様式)原符領収書(共通様式)原符領収書(共通様式)原符領収書(共通様式) ゆうちょカク公新済通ゆうちょカク公新済通ゆうちょカク公新済通ゆうちょカク公新済通 窓口様式(保育課用)窓口様式(保育課用)窓口様式(保育課用)窓口様式(保育課用) 特別徴収特別徴収特別徴収特別徴収

入力仕様書：No6入力仕様書：No6入力仕様書：No6入力仕様書：No6 入力仕様書：No7入力仕様書：No7入力仕様書：No7入力仕様書：No7 入力仕様書：No8入力仕様書：No8入力仕様書：No8入力仕様書：No8 入力仕様書：No9入力仕様書：No9入力仕様書：No9入力仕様書：No9

年度１(西暦） 左 C 4

元号（調定年度）＋調定年度より西暦
変換値をセット

（元号（調定年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

元号（調定年度）＋調定年度（和暦）
より西暦変換値をセット

（元号（調定年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

総合収納システムで算出(別紙２を参照)
値より西暦変換値をセット

（※別紙６ 和暦西暦変換仕様参照）

年度２(西暦） 左 C 4

元号（賦課年度）＋賦課年度より西暦
変換値をセット

（元号（賦課年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

元号（賦課年度）＋賦課年度（和暦）
より西暦変換値をセット

（元号（賦課年度）＝'△’
または’0'の場合、元号算出

※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

’△’ ’△’



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙２ 特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」　算出仕様　（ドキュメントNo.4） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

’△’

事業所税事業所税事業所税事業所税

入力仕様書：No10入力仕様書：No10入力仕様書：No10入力仕様書：No10 入力仕様書：No11入力仕様書：No11入力仕様書：No11入力仕様書：No11 入力仕様書：No12入力仕様書：No12入力仕様書：No12入力仕様書：No12

科目固定値'80'セット

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

科目コード

左 ’△’

’１０’（データ）

科目

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

’１０’（データ）

※システムで算出（別紙１参照）システムで算出（別紙１参照）

’△’

システムで算出（別紙１参照）

ID=005-1ID=005-1ID=005-1ID=005-1

入湯税・たばこ税入湯税・たばこ税入湯税・たばこ税入湯税・たばこ税

ID=005-2ID=005-2ID=005-2ID=005-2

たばこ税たばこ税たばこ税たばこ税

　　　　　（和暦YYMMDD）

’△’

事業者コード

’△’

法人税割額

ＡＬＬ’０’

’△’

申告期間（から）

ＡＬＬ’０’

督促手数料

’１０’（データ）

特徴退職分・法人均等割

本税額

報奨金

件数等

右

右

区分１

右

右

2

6C

Z

3

左

左

C

左

4

左

事業年度（から）

法人番号

月

事業年度（まで）

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

ＡＬＬ’０’

区分 区

ＡＬＬ’０’

申告区分

※システムで算出（別紙１参照）

’△’ ’△’’△’

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変換
値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

納付額

ページ

合計
（合計＝’△’のとき、税額＋延滞金＋

督促手数料をセット）

税額

延滞金

督促手数料

’△’

※済通入力仕様書の申告区分1欄を参照

ID=005-3ID=005-3ID=005-3ID=005-3

入力仕様書：No13入力仕様書：No13入力仕様書：No13入力仕様書：No13

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

延滞金

チャネル別情報

ＩＤ

領収日　（元号）

内訳区分

　　　　　（和暦YYMMDD）

収納チャネル

所属コード

任意項目欄５

6C

C

年度２(西暦）

任意項目欄１

左

任意項目欄４ 左

左

収納合計票よりセット

システムで付加（別紙３参照）3C

年度１(西暦）

左

銀行コード(CVSコード)

任意項目欄３

左

左

左

左支店コード(店舗コード)

C

左

公金日　（元号）

左

バッチ連番

任意項目欄２ 左

左

C

C

左

C

左

左

C

C

3C

6

2

6

15

左

納付月

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

左

通知書番号 左

左

左

期別 C

4

C

右

区分２ C

左

右

左

右

C

1

6

3

1

6

C

C

C

調定年度
（元号 + 和暦YY）

該当期間

左個人コード等 C

C会計コード 左

C左

種目区分 C

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

2

左

左

種目コード

14

C

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

2

3

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称編　集　仕　様

レコード区分

歳入年度

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

桁数

20

3

属性

C

2

C

3

’１０’（データ）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

ID=005-△ID=005-△ID=005-△ID=005-△

’△’

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

固定値'15'セット

’△’

法人市民税法人市民税法人市民税法人市民税

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’’△’

’△’

通知書番号

固定値'01'セット

’△’

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

期別

’△’

’△’ ’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

ＡＬＬ’０’

法人番号

’△’

’△’

’△’

税額

固定値'01'セット

’△’

固定値'1'セット

’△’

延滞金

’0051’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

システムで付加（別紙３参照）

督促手数料

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

合計額
（合計額＝’△’のとき、税額＋延滞

金＋督促手数料をセット）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

事業年度（まで）

ＡＬＬ’０’

均等割額

税額

合計額
（合計額＝’△’のとき、法人税割額
＋均等割額＋延滞金＋督促手数料を

セット）

※済通入力仕様書の申告区分欄を参照

’△’

ＡＬＬ’０’

延滞金 延滞金

9

Z

Z

Z 11

11

Z

Z 8

7

’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

事業年度（から）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

収納合計票よりセット 収納合計票よりセット

’△’

’0053’

督促手数料

’△’（別紙４参照）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

’△’（別紙４参照）

※システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

※システムで付加（別紙３参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

’0052’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

※システムで付加（別紙３参照） ※システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

督促手数料

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

合計
（合計＝’△’のとき、税額＋延滞金

＋督促手数料をセット）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

’△’

’△’

’△’’△’

’△’

帳票

’△’’△’

’△’

’△’

’△’C 5

’△’

4

C 4

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

6

’△’（別紙４参照）C

’△’（別紙４参照）

’△’

’005△’4

C 50

システムで付加（別紙３参照）

’△’

固定値'03'セット

’△’10

6

7

20

1

1

収納合計票よりセット

11

帳票

’△’

’△’

’１’（済通）（別紙４参照）

C 5

5C

C



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙２ 特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」　算出仕様　（ドキュメントNo.4） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

’△’

C

任意項目欄３ 左 C 5

20

’△’

’△’

’△’

’△’

任意項目欄４ 左 C 5 帳票 帳票 帳票 帳票

’△’任意項目欄５ 左 C 5 ’△’ 地区/校区

’△’

任意項目欄２ 左 C 10 ’△’ ’△’

’△’任意項目欄１ 左 ’△’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’ ’△’

’△’（別紙４参照） ’△’（別紙４参照）

’△’

システムで付加（別紙３参照）

’△’（別紙４参照） ’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’0064’’0063’

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照） ’△’（別紙４参照）

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

延滞金

収納合計票よりセット

税額＋延滞金＋督促手数料

督促手数料

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

左 ’１’（済通）（別紙４参照）

ＩＤ

1

3

C

収納チャネル

左

7

6

C 1 ’△’（別紙４参照）

C 1

システムで付加（別紙３参照）

C

システムで付加（別紙３参照） システムで付加（別紙３参照） システムで付加（別紙３参照）

’0062’

システムで付加（別紙３参照）

Z

6

収納合計票よりセット

6

11

2

3

通知書番号

’△’

’△’

’△’

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

システムで付加（別紙３参照） システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

C

7

税額

Z

※別紙６ 元号算出仕様　参照C

’△’

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

Z 11

Z

収納合計票よりセット

6

6

1

C

8

左

C

左 C

C

3

2

右

50

’△’

C 4

右

Z

3

C

Z

通知書番号

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

’△’
(税目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

’△’

’△’

C 4

’0061’4

C

※別紙６ 元号算出仕様　参照

ＡＬＬ’０’

延滞金

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

’△’

期別

通知書番号

’△’’△’

’△’

’△’

区分

※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

保育料

ＡＬＬ’０’

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照 ※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

ＡＬＬ’０’

保険料

ＡＬＬ’０’

保険料＋延滞金＋督促手数料

’△’

’△’

’△’

区分

通知書番号

月別

’△’

期別

ＡＬＬ’０’

区分

’△’

’△’

’△’

’△’

歳入年度

’１０’（データ）

’△’

保育料

ＡＬＬ’０’

システムで算出（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

左

入力仕様書：No16入力仕様書：No16入力仕様書：No16入力仕様書：No16入力仕様書：No15入力仕様書：No15入力仕様書：No15入力仕様書：No15
’１０’（データ）レコード区分 C

属性

’１０’（データ）左

ID=006-3ID=006-3ID=006-3ID=006-3ID=006-2ID=006-2ID=006-2ID=006-2

左

システムで算出（別紙１参照）

科目 科目2

システムで算出（別紙１参照）3

左

2

収納消込データ作成

編　集　仕　様

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

入力仕様書：No14入力仕様書：No14入力仕様書：No14入力仕様書：No14

C

3

14

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

2

税目

桁数

ID=006-1ID=006-1ID=006-1ID=006-1

左

C

種目コード C

該当期間

種目区分

C

C

左

3

C 20

4

C

C

C

C

4

通知書番号

6

15

6

6

9

左

C

C

左

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

会計コード

左

左

科目コード

調定年度
（元号 + 和暦YY）

左

区分２

納付月

右

右

右

件数等

区分１

左

左

左

期別

C

支店コード(店舗コード)

年度１(西暦）

左

左

左

左

特徴退職分・法人均等割

バッチ連番

年度２(西暦）

左

左

左

銀行コード(CVSコード)

　　　　　（和暦YYMMDD）

　　　　　（和暦YYMMDD）

左

本税額

督促手数料

領収日　（元号）

報奨金

左

右

右

システムで算出（別紙１参照）

ＡＬＬ’０’

個人コード等

所属コード

納付額

延滞金

チャネル別情報

内訳区分

公金日　（元号）

ページ

使用料＋延滞金＋督促手数料

使用料

延滞金

督促手数料

’△’

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

12

ID=006-4ID=006-4ID=006-4ID=006-4

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変換
値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

督促手数料

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

ＡＬＬ’０’

’△’

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

窓口様式(税)窓口様式(税)窓口様式(税)窓口様式(税) 窓口様式（国保・介護）窓口様式（国保・介護）窓口様式（国保・介護）窓口様式（国保・介護）

’△’

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’

期別

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’１０’（データ）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

’△’

区分

’△’

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

’△’

’△’

窓口様式（保育）窓口様式（保育）窓口様式（保育）窓口様式（保育）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

窓口様式（住宅）窓口様式（住宅）窓口様式（住宅）窓口様式（住宅）

科目

入力仕様書：No17入力仕様書：No17入力仕様書：No17入力仕様書：No17

’△’



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

’△’

口振不能・督促・催告(国保・介口振不能・督促・催告(国保・介口振不能・督促・催告(国保・介口振不能・督促・催告(国保・介
護・後期)護・後期)護・後期)護・後期)

入力仕様書：No18入力仕様書：No18入力仕様書：No18入力仕様書：No18 入力仕様書：No19入力仕様書：No19入力仕様書：No19入力仕様書：No19 入力仕様書：No20入力仕様書：No20入力仕様書：No20入力仕様書：No20

科目科目

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

科目コード

左 ’△’

’１０’（データ）

科目

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

’１０’（データ）

システムで算出（別紙１参照）システムで算出（別紙１参照）

’△’

システムで算出（別紙１参照）

ID=008-2ID=008-2ID=008-2ID=008-2

口振不能・督促・催告(税)、督促口振不能・督促・催告(税)、督促口振不能・督促・催告(税)、督促口振不能・督促・催告(税)、督促
(保育)、口振不能(住宅・高齢利(保育)、口振不能(住宅・高齢利(保育)、口振不能(住宅・高齢利(保育)、口振不能(住宅・高齢利

用)用)用)用)

ID=009-1ID=009-1ID=009-1ID=009-1

カク公済通(国保・介護)カク公済通(国保・介護)カク公済通(国保・介護)カク公済通(国保・介護)

　　　　　（和暦YYMMDD）

期別

通知書番号

’△’

税額

ＡＬＬ’０’

’△’

’△’

ＡＬＬ’０’

督促手数料

’１０’（データ）

特徴退職分・法人均等割

本税額

報奨金

件数等

右

右

区分１

右

右

2

6C

Z

3

左

左

C

左

4

左

’△’

通知書番号

期別

’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

ＡＬＬ’０’

区分 区分

ＡＬＬ’０’

’△’

システムで算出（別紙１参照）

納付額

ページ

保険料＋延滞＋督手

保険料

延滞

督手

’△’

’△’

ID=009-2ID=009-2ID=009-2ID=009-2

入力仕様書：No21入力仕様書：No21入力仕様書：No21入力仕様書：No21

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

延滞金

チャネル別情報

ＩＤ

領収日　（元号）

内訳区分

　　　　　（和暦YYMMDD）

収納チャネル

所属コード

任意項目欄５

6C

C

任意項目欄１

左

左

左

収納合計票よりセット

システムで付加（別紙３参照）3C

6

7

20

1

銀行コード(CVSコード)

任意項目欄３

左

左

左

左支店コード(店舗コード)

C

左

公金日　（元号）

左

バッチ連番

任意項目欄２ 左

左

C

C

左

C左

任意項目欄４

C

3C

6

2

6

15

左

納付月

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

左

通知書番号 左

左

左

期別 C

4

C

右

区分２ C

左

右

左

右

C

1

6

3

1

6

C

C

C

調定年度
（元号 + 和暦YY）

該当期間

左個人コード等 C

C会計コード 左

C左

種目区分 C

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

2

左

左

種目コード

14

C

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

2

3

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称編　集　仕　様

レコード区分

歳入年度

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

桁数

20

3

属性

C

2

C

3

’１０’（データ）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

ID=008-1ID=008-1ID=008-1ID=008-1

’△’

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

税目

’△’

カク公済通（税）カク公済通（税）カク公済通（税）カク公済通（税）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

通知書番号

’△’

’△’

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

期別

’△’

’△’ ’△’

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

ＡＬＬ’０’

通知書番号

’△’
(税目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

’△’

’△’

税額/料金

期別

’△’

区分

’△’

延滞金

’0082’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

システムで付加（別紙３参照）

督促手数料

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

複数期の時：保険料＋督手
上記以外の時：合計

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

’△’

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

複数期の時：保険料
上記以外の時：合計－督手

税額＋延滞金＋督促手数料

’△’

’△’

ＡＬＬ’０’

延滞金 ＡＬＬ’０’

9

Z

Z

Z 11

11

Z

Z 8

7

’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

収納合計票よりセット 収納合計票よりセット

’△’

’0092’

督手

’△’（別紙４参照）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

システムで付加（別紙３参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

’0091’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

システムで付加（別紙３参照） システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

督促手数料

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

税額/料金＋延滞金＋督促手数料

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

’△’

’△’

地区/校区’△’

’△’

帳票

’△’’△’

’△’

地区/校区C 5

’△’

6

’△’（別紙４参照）C

’△’（別紙４参照）

’△’

’0081’4

C 50

システムで付加（別紙３参照）

1

収納合計票よりセット

C

C

’△’

帳票

’△’10

13

帳票

’△’

’△’

’１’（済通）（別紙４参照）

C 5

5



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙２ 特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」　算出仕様　（ドキュメントNo.4） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

’△’ ’△’’△’

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変換
値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

年度２(西暦） C

左

左

収納消込データ作成

年度１(西暦）

’△’4

C 4

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

属性 桁数
口振不能・督促・催告(税)、督促口振不能・督促・催告(税)、督促口振不能・督促・催告(税)、督促口振不能・督促・催告(税)、督促
(保育)、口振不能(住宅・高齢利(保育)、口振不能(住宅・高齢利(保育)、口振不能(住宅・高齢利(保育)、口振不能(住宅・高齢利

用)用)用)用)

口振不能・督促・催告(国保・介口振不能・督促・催告(国保・介口振不能・督促・催告(国保・介口振不能・督促・催告(国保・介
護・後期)護・後期)護・後期)護・後期)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID ページ

編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 14

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

入力仕様書：No18入力仕様書：No18入力仕様書：No18入力仕様書：No18 入力仕様書：No19入力仕様書：No19入力仕様書：No19入力仕様書：No19 入力仕様書：No20入力仕様書：No20入力仕様書：No20入力仕様書：No20 入力仕様書：No21入力仕様書：No21入力仕様書：No21入力仕様書：No21

ID=008-1ID=008-1ID=008-1ID=008-1 ID=008-2ID=008-2ID=008-2ID=008-2 ID=009-1ID=009-1ID=009-1ID=009-1 ID=009-2ID=009-2ID=009-2ID=009-2

カク公済通（税）カク公済通（税）カク公済通（税）カク公済通（税） カク公済通(国保・介護)カク公済通(国保・介護)カク公済通(国保・介護)カク公済通(国保・介護)



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

任意項目欄３ 左 C 5

20

’△’

’△’左

’△’

C

地区/校区

’△’

任意項目欄４ 左 C 5 帳票 帳票 ’△’ 帳票

’△’任意項目欄５ 左 C 5 ’△’ ’△’

’△’

’△’

任意項目欄２ 左 C 10 略科目/調定番号 ’△’

’△’任意項目欄１ ’△’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’（別紙４参照） ’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照） システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

’△’（別紙４参照）

’１’（済通）（別紙４参照）

’100△’’0021’

’１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照） ’△’（別紙４参照）

システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット

7

6

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

※別紙６ 元号算出仕様　参照

3

6

6

1 ’△’（別紙４参照）

C 1

システムで付加（別紙３参照）

C

’１’（済通）（別紙４参照）

’0093’4

システムで付加（別紙３参照）

’011△’

システムで付加（別紙３参照）

Z

6

収納合計票よりセット

6

11

システムで付加（別紙３参照）

C

区分

2

3

通知書番号

事業年度（まで）

事業年度（から）

’△’

申告区分

’△’

3

収納合計票よりセット

1

収納合計票よりセット

収納合計票よりセット 収納合計票よりセット

7

※別紙６ 元号算出仕様　参照

延滞金

合計
（合計＝’△’のとき、税額＋延滞金

＋督手をセット）

督手

3

2C

1

C

収納合計票よりセット

税額

Z

C

Z

C

左 C

C

C

左

左

11

C

’△’

右

Z

3

C

Z

8

期別

法人番号

’△’’△’

番号

C 50

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

Z

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで

算出（別紙２参照））

※別紙６ 元号算出仕様　参照

※別紙６ 元号算出仕様　参照

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

金額

’△’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

区分

’△’

’△’

区分

※別紙６ 元号算出仕様　参照

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

金額

ＡＬＬ’０’

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’

’△’

’△’

通知書番号

月分

’△’

期別

’△’

歳入年度

’１０’（データ）

（元号算出）＋賦課年度（和暦）
※別紙６ 元号算出仕様　参照

金額

ＡＬＬ’０’

システムで算出（別紙１参照）

会計

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’

左

入力仕様書：No24入力仕様書：No24入力仕様書：No24入力仕様書：No24入力仕様書：No23入力仕様書：No23入力仕様書：No23入力仕様書：No23

’１０’（データ）レコード区分 C

属性

’１０’（データ）左

ID=002-1ID=002-1ID=002-1ID=002-1ID=011-△ID=011-△ID=011-△ID=011-△

システムで算出（別紙１参照）

通知書番号上1桁=’1’or’5’ → ’31’を
セット

通知書番号上1桁=’6’or’7’ → ’32’を
セット

通知書番号上1桁=’2’or’8’ → ’33’を
セット

上記以外のとき、ＡＬＬ’△’をセット

’△’2

システムで算出（別紙１参照）3

高齢福祉・障害福祉高齢福祉・障害福祉高齢福祉・障害福祉高齢福祉・障害福祉

2

収納消込データ作成

編　集　仕　様

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

入力仕様書：No22入力仕様書：No22入力仕様書：No22入力仕様書：No22

C

左

3

14

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

2

科目

桁数

ID=009-3ID=009-3ID=009-3ID=009-3

左

C

種目コード C

該当期間

種目区分

C

C

左

C 20

4

C

C

C

C

4

通知書番号

6

15

6

6

9

左

C

C

左

左

左

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

会計コード

左

左

科目コード

調定年度
（元号 + 和暦YY）

左

右

右

右

件数等

区分１

左

延滞金

右

　　　　　（和暦YYMMDD）

　　　　　（和暦YYMMDD）

所属コード

左

収納チャネル

支店コード(店舗コード)

ＩＤ

チャネル別情報

報奨金

左

特徴退職分・法人均等割

バッチ連番

左

左

納付額

左

右

内訳区分

公金日　（元号）

左

督促手数料

右

左

領収日　（元号）

左

銀行コード(CVSコード)

15

ID=100-△ID=100-△ID=100-△ID=100-△

システムで算出（別紙１算出）

ＡＬＬ’０’

個人コード等

本税額

左

期別

区分２

納付月

ページ

税額/保険料＋延滞金＋督促手数料

税額/保険料

延滞金

督促手数料

’△’

調定年度(元号)＋調定年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’
(科目＝’11’のとき、※システムで算

出（別紙２参照））

’△’

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

ＡＬＬ’０’

’△’

’△’

金額

所属課

ＡＬＬ’０’

’△’

予算区分

科目コード

’△’

ＡＬＬ’０’

’△’

’△’

督促・催告（法人）督促・催告（法人）督促・催告（法人）督促・催告（法人） 介護・高齢福祉介護・高齢福祉介護・高齢福祉介護・高齢福祉

’△’

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

年度(元号)＋年度(和暦)
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

口振引落分口振引落分口振引落分口振引落分

科目

入力仕様書：No25入力仕様書：No25入力仕様書：No25入力仕様書：No25

’△’ ’△’

’１０’（データ）

収納合計票よりセット

’△’

対象月

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞納

区分（別紙１参照）



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙２ 特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」　算出仕様　（ドキュメントNo.4） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID ページ

編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 16

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

属性 桁数

ID=009-3ID=009-3ID=009-3ID=009-3 ID=011-△ID=011-△ID=011-△ID=011-△ ID=002-1ID=002-1ID=002-1ID=002-1 ID=100-△ID=100-△ID=100-△ID=100-△

督促・催告（法人）督促・催告（法人）督促・催告（法人）督促・催告（法人） 介護・高齢福祉介護・高齢福祉介護・高齢福祉介護・高齢福祉 高齢福祉・障害福祉高齢福祉・障害福祉高齢福祉・障害福祉高齢福祉・障害福祉 口振引落分口振引落分口振引落分口振引落分

入力仕様書：No22入力仕様書：No22入力仕様書：No22入力仕様書：No22 入力仕様書：No23入力仕様書：No23入力仕様書：No23入力仕様書：No23 入力仕様書：No24入力仕様書：No24入力仕様書：No24入力仕様書：No24 入力仕様書：No25入力仕様書：No25入力仕様書：No25入力仕様書：No25

年度１(西暦） 左 C 4

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

年度(元号)＋年度（和暦）より西暦変
換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）

調定年度(元号)＋調定年度（和暦）より
西暦変換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、※和暦
西暦変換仕様参照）

年度２(西暦） 左 C 4 ’△’ ’△’ ’△’

賦課年度(元号)＋賦課年度（和暦）より
西暦変換値をセット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦西
暦変換仕様参照）



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

済通データ修正画面から入力

入力仕様書：No26入力仕様書：No26入力仕様書：No26入力仕様書：No26 入力仕様書：Noなし入力仕様書：Noなし入力仕様書：Noなし入力仕様書：Noなし

済通データ修正画面から入力

済通データ修正画面から入力

済通データ修正画面から入力
※種目コード入力時は、

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

科目コード

左

’１０’（データ）

システムで算出（別紙１参照） ※システムで算出（別紙１参照）

ID=999-△ID=999-△ID=999-△ID=999-△

設計外・不明分（過去済通）など設計外・不明分（過去済通）など設計外・不明分（過去済通）など設計外・不明分（過去済通）など

　　　　　（和暦YYMMDD）

済通データ修正画面から入力

済通データ修正画面から入力

’△’

納付額合計

済通データ修正画面から入力

済通データ修正画面から入力

済通データ修正画面から入力

督促手数料

特徴退職分・法人均等割

本税額

報奨金

件数等

右

右

区分１

右

右

2

6C

Z

3

左

左

C

左

4

左

ページ

延滞金

チャネル別情報

ＩＤ

領収日　（元号）

内訳区分

　　　　　（和暦YYMMDD）

収納チャネル

納付額

所属コード

任意項目欄５

6C

C

任意項目欄１

左

支店コード(店舗コード)

任意項目欄４ 左

収納合計票よりセット

システムで付加（別紙３参照）3C

公金日　（元号）

銀行コード(CVSコード)

6

7

左

バッチ連番

任意項目欄２ 左

左

左

任意項目欄３

左

左

左

C

C

左

C左

左

左

C

C

3C

6

2

6

15

左

納付月

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

左

通知書番号 左

左

左

期別 C

4

C

右

区分２ C

左

右

左

右

C

1

6

3

1

6

C

C

C

調定年度
（元号 + 和暦YY）

該当期間

左個人コード等 C

C会計コード 左

C左

種目区分 C

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

2

左

左

種目コード

14

C

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

2

3

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称編　集　仕　様

レコード区分

歳入年度

済通データ修正画面から入力

’△’

桁数

20

3

属性

C

2

C

3

’１０’（データ）

科目コード

ID=300-△ID=300-△ID=300-△ID=300-△

’△’

収納合計票の公金日の月＝’03’のと
き、

年度(元号)＋年度１をセット
収納合計票の公金日の月≠’03’のと

き、
年度(元号)＋年度２をセット
※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

’△’

交通傷害保険掛金交通傷害保険掛金交通傷害保険掛金交通傷害保険掛金

会計

済通データ修正画面から入力
※種目コード入力時は、

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

済通データ修正画面から入力

済通データ修正画面から入力
(入力の種目コード＝’11’かつ納付
月＝’△’のとき、※システムで算出

（別紙２参照））

済通データ修正画面から入力

済通データ修正画面から入力

’△’

’△’

’△’

’△’

種別

済通データ修正画面から入力

済通データ修正画面から入力
※種目コード入力時は、

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

システムで付加（別紙３参照）

ＡＬＬ’０’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

済通データ修正画面から入力

※別紙６ 元号算出仕様　参照

収納合計票よりセット

済通データ修正画面から入力

納付額合計

区分

済通データ修正画面から入力

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’ 済通データ修正画面から入力

9

Z

Z

Z 11

11

Z

Z 8

7

’△’

所属

収納合計票よりセット 収納合計票よりセット

済通データ修正画面から入力

済通データ修正画面から入力

’△’

済通データ修正画面から入力

ＡＬＬ’０’

※システムで付加（別紙３参照）

収納合計票よりセット

１’（済通）（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

’△’（別紙４参照）

収納合計票よりセット

※別紙６ 元号算出仕様　参照

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’C 5

’△’

’△’

’△’

C

’△’（別紙４参照）

’△’

’300△’4

C 50

C

’△’

’△’

略科目10

6

20

1

1

5

’△’（別紙４参照）

5C

C

収納合計票よりセット

17

’△’

’△’

’１’（済通）（別紙４参照）

※システムで付加（別紙３参照）



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙２ 特別徴収の「納付月」⇔「調定年度」「賦課年度」　算出仕様　（ドキュメントNo.4） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID ページ

編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 18

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

属性 桁数

ID=300-△ID=300-△ID=300-△ID=300-△

入力仕様書：No26入力仕様書：No26入力仕様書：No26入力仕様書：No26

ID=999-△ID=999-△ID=999-△ID=999-△

交通傷害保険掛金交通傷害保険掛金交通傷害保険掛金交通傷害保険掛金 設計外・不明分（過去済通）など設計外・不明分（過去済通）など設計外・不明分（過去済通）など設計外・不明分（過去済通）など

入力仕様書：Noなし入力仕様書：Noなし入力仕様書：Noなし入力仕様書：Noなし

年度１(西暦） 左 C 4

収納合計票の公金日の月＝’03’のと
き、

年度(元号)＋年度１より西暦変換値を
セット

収納合計票の公金日の月≠’03’のと
き、

年度(元号)＋年度２より西暦変換値を
セット

（※別紙６ 元号算出仕様参照、和暦
西暦変換仕様参照）

済通データ修正画面から入力した値よ
り西暦変換値を

セット
（※別紙６ 和暦西暦変換仕様参照）

年度２(西暦） 左 C 4 ’△’

済通データ修正画面から入力した値よ
り西暦変換値を

セット
（※別紙６ 和暦西暦変換仕様参照）



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

任意項目欄３

バッチ連番

ページ

左

賦課年度
（元号 + 和暦YY）

所属コード

納付額

延滞金

チャネル別情報

ＩＤ

　　　　　（和暦YYMMDD）

　　　　　（和暦YYMMDD）

本税額

特徴退職分・法人均等割

C

任意項目欄４

支店コード(店舗コード)

銀行コード(CVSコード)

右

左

任意項目欄１

収納チャネル

内訳区分

左

左

左

左

任意項目欄２

C

左 C

C

C

左

左

左

左

C 1

C

左

領収日　（元号）

公金日　（元号）

C

6

1

C

Z

左

右

右

Z

報奨金

件数等

区分１

督促手数料 Z

左

Z

右

C

右

左

科目コード

調定年度
（元号 + 和暦YY）

左

左

左

左

左

Z

右 Z

右

’△’

左

C

4

個人コード等

期別

左

C

C

左

C

C会計コード

通知書番号

3

区分２

2

4

15

該当期間 6

C

C

’△’

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

9

’△’

6

2

6

’△’

’△’

C

20

3

3

14

C

納付月

C

左

C

3

11

7

’△’

ＡＬＬ’０’

ＡＬＬ’０’

’△’

歳入年度

左

種目コード

3

種目区分 C

左

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

属性

C

C

収納消込データ作成

編　集　仕　様

項
番

編集データ項目名称

レコード区分 C

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

2

バーコード情報の
自由使用欄『科目』

2

桁数

ID=900ID=900ID=900ID=900

2

CNSCNSCNSCNS

3

’１０’（データ）

システムで算出（別紙１参照）

右詰
左詰

左

左

コンビニ収納データコンビニ収納データコンビニ収納データコンビニ収納データ
【確報】【確報】【確報】【確報】

バーコード情報の
自由使用欄『調定年度（西暦下2桁)』

より
和暦変換値をセット

※別紙６  西暦上２桁の補完仕様、西
暦和暦変換仕様 参照

’△’

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

’△’

バーコード情報の
自由使用欄『自由エリア』

’△’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

’△’

バーコード情報の請求金額

’３’（コンビニ）（別紙４参照）

1

8

6

システムで付加（別紙３参照）

11

6

6

6
支払い予定日

より和暦変換値をセット
※別紙６ 西暦和暦変換仕様 参照

4

収納日付
より和暦変換値をセット

※別紙６ 西暦和暦変換仕様 参照

バーコード情報の請求金額

50

7

C

ヘッダ．小売業企業コード

3

種目マスタを参照しセット
キー：歳入年度、種目コード、現年滞

納区分（別紙１参照）

1

’900△’

※別紙６ 元号算出仕様　参照

システムで付加（別紙３参照）

収納店舗コード

コンビニ情報（別紙４参照）

左 C 10

’２’（確報）（別紙４参照）

収納コンビニ

’△’

’△’

C 5

C 20

19

任意項目欄５ 左 C 5 ’△’

C 5 ’△’



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 30 年 4 月 28 日

38

39

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）
※複数期別の場合、期別毎にデータ１件作成
※別紙１「歳入年度」の算出仕様　（ドキュメントNo.3） 
※別紙３ 「バッチ連番」の体系　（ドキュメントNo.5） 
※別紙４ チャネル別設計
※別紙６ 「元号・年の算出仕様」

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID ページ

編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 20

項
番

編集データ項目名称
右詰
左詰

属性 桁数

ID=900ID=900ID=900ID=900

コンビニ収納データコンビニ収納データコンビニ収納データコンビニ収納データ
【確報】【確報】【確報】【確報】

CNSCNSCNSCNS

年度１(西暦） 左 C 4

バーコード情報の
自由使用欄『調定年度（西暦下2桁)』
（※別紙６  西暦上２桁の補完仕様

参照）

年度２(西暦） 左 C 4 ’△’



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 年 月 日

1

2

3

4

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）

項
番

編集データ項目名称

収納消込データ作成 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称

金額合計

データレコード数

共通レコード共通レコード共通レコード共通レコード
（トレーラ）（トレーラ）（トレーラ）（トレーラ）

右詰
左詰

Z

レコード区分

属性 桁数

左

右

C 2

’△’

出力明細の件数をセット

納付額の集計値をセット

’２０’（トレーラ）

12

6

280C予備

右

左

Z

ページ

21



作成者： 作成日： 修正日：

収納消込データ作成 平成 年 月 日 平成 年 月 日

1

2

※属性の説明　Ｚ：数字項目（右詰め前ゼロ）、Ｃ：キャラクター項目（左詰め後ブランク）

収納消込データ作成

’△’

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑID

298

ページ

’３０’（エンド）

共通レコード共通レコード共通レコード共通レコード
（エンド）（エンド）（エンド）（エンド）

22

レコード区分 C 2

予備 C

左

左

編　集　仕　様 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称

項
番

編集データ項目名称 桁数属性
右詰
左詰



※別紙５（松山市様個別編集）

項番７．調定年度項番７．調定年度項番７．調定年度項番７．調定年度

（済通上の年号） （範囲条件）

0 昭和

●済通上の年度下１桁が５～９の時
’５’＋済通上の年度下１桁
●済通上の年度下１桁が０～４の時
’６’＋済通上の年度下１桁

4 平成１～９年 ’０’＋済通上の年度下１桁
5 平成１０～１９年 ’１’＋済通上の年度下１桁
6 平成２０～２９年 ’２’＋済通上の年度下１桁

※項番７．調定年度（上１桁）でセットする「元号」は、総合収納システムで算出します。（昭和⇒’３’、平成⇒’４’）
　
　済通上の年号＝’０’、済通上の年度下１桁＝’３’　　⇒　調定年度＝’３６３’
　済通上の年号＝’６’、済通上の年度下１桁＝’４’　　⇒　調定年度＝’４２４’
　※年号=0、4～6以外のときは’△’とする。

項番９．通知書番号項番９．通知書番号項番９．通知書番号項番９．通知書番号
条件

（対象種目）

市県民/固定/軽自 （編集なし）８桁
国保/介護/後期/市営住宅/駐車場
使用料

（編集あり）１１桁
通知書番号１０桁＋予備1または通番Ｃ
Ｄ１桁

上記以外の種目（保育） （編集なし）１０桁

項番１７．本税額項番１７．本税額項番１７．本税額項番１７．本税額
条件

（対象種目）

市県民（調定年度が平成19年度以
前）
市営住宅（調定年度が昭和57年度以
前）
固定/軽自/国保/保育

（編集あり）
金額上４桁と金額下４桁と’０’を連結し
てセット

市県民（調定年度が平成19年度以
降）
市営住宅（調定年度が昭和57年度以
降）
介護/後期/駐車場使用料

（編集あり）
金額上４桁と金額下４桁を連結してセッ
ト

項番３７．任意項目欄５項番３７．任意項目欄５項番３７．任意項目欄５項番３７．任意項目欄５
条件

（対象種目）

国保/介護 予備２（5桁）のうち、3～4桁目の校区
コード(2桁)をセット

上記以外の種目 ALL’△’をセット

※予備２の内訳 ： 調定年度(2桁)＋校区コード(2桁)＋'0'(1桁)

任意項目欄の編集仕様

調定年度の編集仕様
条件

本税額の編集仕様

通知書番号の編集仕様




